
 

 

 
 
～ ２学期の校長室黒板 その➀ ～ 

 

                                                 

 

 

 

 

 

 

 

                                          

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 
 
 
     

  先週及び今週の校長室前黒板です。 

    憲法１３条と１４条の暗唱への挑戦。本日 
までに７５名の生徒諸君が「認定書」を取 
得しました。本来は先週だけの黒板にする 
つもりでしたが、先週の合格者は１５名…。 
そこで急遽２週連続の内容にした次第です。 
暗唱テストは年度末まで受け付けます。御 
家庭でも励ましの程よろしくお願いします。 
   
それでは、今号は、２学期中の校長室 

      前黒板で、２学期を振り返ります。 
 
       
       ９月１日(月)～の週  ２学期をすすむ 
       以前の学校だよりにおいても紹介したと 
     おりです。２学期の明峰中学校のテーマは 

「生徒同士の相互承認」でした。先の憲法 

１３条の【個人として尊重される】と意を同じ         
くするものです。生徒一人一人が、生徒一人 
一人を大切にする２学期であってほしいとの 
願いを込めたものでした。 
 

  ９月８日(月)～の週  集団の中で 
       学級における係決めが前週で終わった 
     ことから、このメッセージにしました。 

 昔から先輩に言われ続けてきたことです。 
   「環境が人を変える。  
           仕事が人をつくっていく」       
 ３学期も当然ながらに、新たな挑戦への機 
会がたくさんあります。新しい自分に出会い 

に行くことに挑戦してほしいものです。 
 

 
 ９月１６日(火)～の週  勇気とは 

       以前、テレビ番組で誰かが話していたこ 
     とを参考にしてみました。ともすれば、子供た 

ちは、腕っぷしが強かったり、スポーツで優 
秀な成績を収めた人のことを【勇気ある人】  

と捉えがちですが、そこは違いますよね。 
  なんとなく学校全体が落ち着かない雰囲

気   の中、子供たちに問うてみたい気持ちで書 
いた黒板です。 
 

美術同     令和７年１２月１９日 
  
第２０号 

  
校長 岡野利男 



                                                 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

 
 ９月２２日(月)～の週   秋を探す 

       秋分の日が２３日(火)であったことから、 
「秋を分ける」にこだわって、このメッセージと 

     したところです。探しに行かないとなかなか 
秋を感じられないようなこの数年の状況で 
すが、澄んだ虫の声も、明け方の高く昇った 

オリオン座も気持ちのよいものですよね。 
長かった夏がようやく終わりに向かいました。 
 
 

 ９月２９日(月)～の週   品位を保つ 
       これもまた、生徒たちの言葉遣い、身なり 

 に危機意識を感じてのメッセージです。特に 
     イライラした状態を自分自身で落ち着かせ 

ることのできる力は、これから先、大人になっ 
ても、常に求められる力だと思います。 
「品位を保つ」常に意識したいことです。 
 
 

 １０月６日(月)～の週   意味を掴む 
       私自身は、「これって何のために学ぶ必要 

があるのかな。この学びはどこにつながって 
行くのかな。」ということが分からないのが中 
学生にとって一番辛い事ではないかなと思 
っています。したがって、これは、生徒に求 
めると同時に、先生たちにも強く意識してほ 
しいと思って記したことでした。 

 
 １０月１４日(火)～の週   響かせるもの 

       １７日(金)の合唱コンクールに際して書い 
たメッセージです。どの学年も立派な歌声と 
表現しようとする姿勢でしたが、やはり３年 
生の姿は実に見事であり、感極まりました。 
合唱コンクールでいつも思うのは、歌ってい 
る時にはいつも一緒だった仲間の顔は見れ 
ないということ。響かせるものはおのずと分 

かってくるはずです。 
 

 １０月２０日(月)～の週    
   令和七年度折り返し地点の通過 

      若い頃に聞いたことがあるのです。「商い」 
を「商い」と読ませるのはさまざまなものが収 
穫され売れるからだと・・・。 

黒板に残すに当たり、なんとなく気になって 

調べたところ、それは言葉遊び的なことであり、 
正しくないとのことでした・・・。それでは、折り 
返し地点まで来たところで、その②は来週に。 


